
高校教育改革の
キーワード

変わる高校教育

　新学習指導要領の全面実施や、「令和の日本型学校教育」答申などを受け、高校教育改革が進ん
でいます。
　新設科目の指導、探究学習の指導、観点別評価、整備の進むICT端末の活用、スクール・ポリ
シーを中心とした学校づくりなど、多くの先生方が試行錯誤しながら指導の再構築に取り組んでいる
のが実情です。
　また、中央教育審議会では、さらに10年後の学習指導要領に向けた検討や、中長期的な視点で
の高校教育の在り方に関する議論も進みつつあります。
　今回の記事では、それらの議論に共通する６つの「キーワード」から、今後の高校教育を考えます。
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　2022年度からの新学習指導要領の全面実施と同時に、

さまざまな改革が進んでいる＜図＞。

　2021年１月に「令和の日本型学校教育」に関する答

申が出された。「個別最適な学び」と「協働的な学び」

を一体的に充実させ、子供の資質・能力を育成していく

ことなどがポイントで、新学習指導要領の「取扱説明

書」ともいえる内容である。（→p20　荒瀬克己会長）

　GIGAスクール構想の下で、１人１台の学習者用端末
の配備も進む。今後は、ICTの活用を前提として授業観

を転換し、個別最適な学び・協働的な学びを実現し、生

徒の資質・能力の向上につながる授業を行っていく必要

がある。（→p24　高橋純教授）

　スクール・ポリシーの策定が義務化され、多くの高校

が策定したはずだ。今後は、スクール・ポリシーを中心

としたカリキュラム・マネジメントを進めるとともに、

生徒や学校の状況に合わせて不断の見直しを図っていく

ことが求められる。（→p28　溝上慎一理事長）

　探究学習はますます重要性を増す。総合的な探究の時

間を中心に取り組みが進みつつあるが、今後は教科教育

と連携し、各教科で学んだ知識や方法を探究学習につな

げていくことが求められる。（→p32　田村学教授）

　STEAM教育等の教科等横断的な学習の推進も求めら

れる。総合的な探究の時間や理数探究などを中心に、各

学校で取り組みが模索されている。（→p36　兵庫県教

育委員会）

　普通科改革も進む。高校生の７割が在籍する「普通教

育を主とする学科」における教育の魅力化・特色化を進

めるため、「地域社会」「SDGs」など、各高校の実態に

応じた柔軟な教育課程編成ができるようになった。

（→p40　長崎県立松浦高校）

　このほか、高校でも観点別学習状況の評価が本格導入

されたほか、教員の働き方改革や、若年人口の減少を背

景とした高校再編の議論も進みつつある。

　注目されるのは、これらは相互に関連づけながら検討

されていることだ。

　今回の記事では、それぞれのつながりにも注目しなが

ら、６つのキーワードについて、詳しい先生方に解説い

ただいた。

図 進みつつある高校教育改革（2022年現在）
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令和の日本型学校教育

「令和答申」から見る高校教育改革の方向性
各高校が特色ある教育課程を編成し、自立した学習者を育成

荒瀬克己 会長（第12期中央教育審議会会長）

「令和の日本型学校教育」答申は新学習指導要領の取扱説明書として

新学習指導要領のもと、スクール・ポリシーに基づく多様な教育課程編成を

自分で考え、自分で判断し、自分で行動できるよう、生徒を自立した学習者に

Point

令和答申に示された高校教育の姿

　中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構

築を目指して（2021年１月26日）」（以下、令和答申）

は、初中等教育全般について提言しており、学校関係者

の関心も高いと思います。令和答申は２部構成です。高

校教育については第１部の総論で2020年代を通じて実

現すべき姿が描かれ、第２部の各論＜図表１＞でスクー

ル・ミッション、スクール・ポリシー等の具体的な提言

が記載されています。

　総論で示した全体像は、端的に言うと、主体的に学習

に取り組む態度をいかに養っていくかということです。

このことに関してはSTEAM教育を含め、教科等横断的

な学びが大事になると示しています。2022年４月から成

年年齢が引き下げられることを受けて、１人の市民とし

て、社会の中で幸せに豊かに生きていくための力をどう

養うかが課題ですが、生徒は与えられるだけでなく、自

分自身で学んで身につける必要があります。

　各論では、スクール・ミッションを再定義して、３つ

のポリシーからなるスクール・ポリシーを策定し、教育

活動に取り組むことを求めています。３つのポリシーと

は、卒業する時点でどんな力をつけていることをめざす

のか（育成をめざす資質・能力に関する方針）、そのた

めの教育課程をどう編成するのか（教育課程の編成及び

図表１ 新時代に対応した高等学校教育等の在り方について

（１）基本的な考え方
（２）高校生の学習意欲を喚起し、可能性及び能力を最大限に伸長するための各高等学校の特色化・魅力化

①各高等学校の存在意義・社会的役割等の明確化（スクール・ミッションの再定義）
②各高等学校の入口から出口までの教育活動の指針の策定（スクール・ポリシーの策定）
③「普通教育を主とする学科」の弾力化・大綱化（普通科改革）
④産業界と一体となって地域産業界を支える革新的職業人材の育成（専門学科改革）
⑤新しい時代にこそ求められる総合学科における学びの推進
⑥高等教育機関や地域社会等の関係機関と連携・協働した高度な学びの提供

（３）定時制・通信制課程における多様な学習ニーズへの対応と質保証
①専門スタッフの充実や関係機関との連携強化、ICTの効果的な活用等によるきめ細やかな指導・支援
②高等学校通信教育の質保証

（４）STEAM教育等の教科等横断的な学習の推進による資質・能力の育成
（５）高等専修学校の機能強化

（中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して（答申）」より作成）
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実施に関する方針）を明示し、そして、中学生がミスマ

ッチのないように十分理解した上で、自分の力が一番伸

ばせると思う高校を選べるようにする（入学者の受入れ

に関する方針）ものです。

高校教育に求められる「共通性と多様性」とは

　高校教育ではこれまでも「共通性と多様性」が常に問

われてきました。この両方に十分に応えることはなかな

か難しいことだと思います。私個人の考えでは、義務教

育段階の学習の定着をしっかりと確認することが極めて

重要な共通性だと思っています。2022年４月から始まっ

た高校の新学習指導要領にも、義務教育段階の学習をし

っかりと定着させるという指摘が何度も出てきます。

　義務教育段階では、基礎といっても相当なレベルまで

学びを深めることがめざされています。そのため、高校

入学の段階でそれを十分に身につけていないこともある

と思います。義務教育と高校教育の12年間の学びの中

で、社会で生きていくための基礎的な力をいかに養うか

を考えると、高校の３年間では学び直しも非常に重要な

要素だと思います。まず大事な基礎をしっかりと定着さ

せることが、高校教育の共通性だと私は考えています。

　そして、もう１つ、極めて重要な共通性として、社会

にどのようにコミットしていくか、自分なりの社会への

コミットの仕方を自分自身で考えていくこと、つまり市

民性を醸成することが重要だと思っています。先程の成

年年齢の引き下げとも大いに関係があります。これから、

１人の市民として社会とどのようにつながり、どのよう

に生きていくのか、言い換えれば、主権者の１人として

の自覚を深めることが大切です。私は、この基礎学力の

定着と市民性の２つは高校教育の共通性のポイントだと

考えています。多様性については、さまざまな背景を持

つ多様な生徒に対して、各高校はいかに対応するかとい

うことだと思います。

　そこでスクール・ミッション、スクール・ポリシーが

重要になってきます。公立高校であれば設置者・教育委

員会と学校長が、各高校の社会的役割等を改めて確認す

ることでスクール・ミッションを再定義します。そのミ

ッションに基づいてスクール・ポリシーを考えていきま

す。特別活動や学校生活を含め、生徒が何をどのように

学び、それらがどう評価されるか。卒業時点でどんな能

力を持つ青年に育っているのかには、教育課程の成果が

現れます。その意味で教育課程にこそ、各高校の特色が

出てくるのだろうと思っています。

　その際重視するべきは、生徒の多様性です。現在、高

校の課程は全日制、定時制、通信制等に分かれています

が、課程間を移動できるようなことがあっても良いので

はないでしょうか。学校になかなか馴染めないタイプの

生徒もいます。生徒が学校に合わせるのではなく、学校

が生徒の現実に寄り添っていくという考え方が重要だと

思います。もちろん適切なバランスをとることが前提で

す。義務教育から高校教育にかけて、子供たちは小さな

大人になっていきます。小さな大人として育つのにふさ

わしい学びの場をどのように実現してくのかを考えなけ

ればいけません。生徒たちの尊厳が守られ、誇りを持っ

て学べる場や機会を実現しなくてはなりません。

普通科で自由な学びの場を展開できないか

　令和答申では、普通科改革も謳われています。普通科

には高校生の約７割が在籍しています。ただ、何をもっ

て普通と考えるのかは意外と難しいことです。これまで

は、普通科という、ある種の固定的な教育課程に生徒を

適合させてきたようなところもあったように思いますが、

果たして本当にそれで良いのでしょうか。もっと生徒が

自由に学びを選択できることも必要ではないでしょうか。

　それが「普通教育を主とする学科の弾力化・大綱化

（普通科改革）」の意図するところです。令和答申の中で

示された、学際的な学びに重点的に取り組む学科や地域

社会に関する学びに重点的に取り組む学科は、あくまで

も例示です。生徒のペースで学び直しができるエンカレ

ッジ・スクールや本当に幅広く生徒の自由な選択ができ

る普通科、探究的な学びに大きくシフトした普通科がで

きても良いでしょう。例えば、商業科の知見を取り入れ、

経済・経営・商学分野の範囲で探究する学科なども考え

られます。科学技術科が専門高校ではなく普通科にあっ

ても良いでしょう。あるいは防災科など、いくつもアイ

ディアが出てくると思います。

現状のままで本当に良いのか自問自答してほしい

　令和答申では、各設置者と各学校がスクール・ミッシ

ョンの再定義をするとしていますが、校長先生や管理職

令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
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だけでなく、現場の先生方も含めて検討し、教育委員会

に提案することがあっても良いと思います。スクール・

ポリシーの策定には、生徒や保護者、地域の方々にも関

わっていただいても良いでしょう。実際にそうしている

高校もありますので、大いに議論していただきたいとこ

ろです。

　ただ、普通科の多様な在り方を考えると言われても、

戸惑いを感じる先生もいらっしゃるかもしれません。し

かし、それぞれの立場で、現状のまま続けていくことで

本当に良いのだろうかと自問自答してみてください。教

育委員会として、学校長として、高校の教員として、そ

れぞれの立場で自問自答することがまず大事だと考えま

す。その際、生徒の話を聞くことが非常に大切です。生

徒を主語にして、生徒の現状を見て、自問自答してくだ

さい。生徒は本当に学習意欲を発揮して、生き生きと学

校生活を送っているでしょうか。

　かつて高校現場にいて本当に面白いと感じたのは、生

徒の生き生きとした姿です。生徒はいろいろと悩み、考

えながら行動します。時には危なっかしいと心配になる

こともありましたが、やがて自分たちで考えたことを少

しずつ形にしていきます。そういう生徒の姿をかたわら

で見られることは、教師の醍醐味だと思います。その喜

びを多くの先生方に味わっていただける機会が今まさに

目の前にあるのです。

生徒が自ら工夫できるよう学びを委ねる

　多様な教育活動を進めていくためには、高校の中のリ

ソースだけでは難しい場合があります。そのため、令和

答申では、国内外の関係機関との連携・協働体制の構築

やコーディネーターの配置を提案しています。生徒が自

らの学びを進めるために必要な環境を整えるためです。

高校の中だけではなく、学校外を含めて、さまざまな学

びや練習の場があった方が良いでしょう。学校内外に多

彩な学びの機会があって生徒が選べる。学びを生徒に委

ねることが重要です。

　基礎を学ぶ段階では反復学習を伴います。そうした段

階では、教師や保護者がずっと生徒のかたわらで支えるこ

ともできますが、いつまでも伴走できる訳ではありません。

　私はよくグライダーをイメージするのですが、グライ

ダーが地上から飛び立つ時には、曳航機に引っ張られて

ある程度の高度まで引き上げてもらう必要があります。

曳航機は、例えば面倒見の良い周囲の大人ということも

できるでしょう。この時、単なるグライダーであればい

つかは地上に降りてきてしまいます。グライダーである

生徒たちには、そのまま飛び続けてもらわなくてはなり

ません。それには飛んでいる最中に、自力で駆動する仕

組みを作るなどして、自分で工夫をしてもらわなくては

いけません。その工夫をするために必要となるのが知識

や技能です。学びを委ねることは、生徒に自ら工夫して

飛び続けるための練習の場を与えるということです。

　探究についても、生徒が自分自身で問いを立てて取り

組んでいくことが必要です。最初は調べ学習から始めて

も、最終的には生徒が自分自身で仮説を立てて検証に取

り組むことができるようになることが求められます。考

えてみれば人生は仮説検証の連続とも言えます。その中

で自分自身が判断し、決定していかなければなりません。

生徒に学びを委ね、自己決定のための練習になる、学び

方を学ぶ経験を重ねられるようにすることが必要です。

令和答申は新学習指導要領の取扱説明書

　令和答申の副題は「全ての子供たちの可能性を引き出

す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現」＜図表２
＞です。これを今回新たに示された考え方という捉え方

が一部にあるようですが、必ずしもそうではありません。

これまでも充実が求められてきた「個に応じた指導」を

教師の側からではなく、学習者の視点で言い換えて「個

別最適な学び」としているのです。

　生徒一人ひとりの学びの量や進み具合は異なります。

教材や時間などそれぞれに合わせた形で学びの場を整え

ることが大切です。この「個別最適な学び」を進めるた

めには２つのことが大事になります。

　１つは「指導の個別化」です。ここでは、教員が生徒

に合わせた指導をしていく時、指導者側の視点だけでは

なく、学習者側の視点から見てそれが本当にその生徒に

とって最もふさわしい学びになっているのかという問い

かけや、指導と評価の一体化という観点が必要です。

　そして、もう１つは「学習の個性化」です。探究など

を通じて、生徒が自分の興味・関心に気づき、それに基

づいて取り組みを進める中で、必要な知識は何か、必要

な情報はどこに行けば得られるのかなどを自分で考え、
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さらに学びを進めていきます。それが将来の進路につな

がる場合もあるでしょう。そうやって生徒自身が自分の

学びを調整していくのです。これこそがまさに、いかに

学びを委ねるかということです。これによって、生徒が

主体的に学ぶ、自立した学習者に育っていくと考えます。

　令和答申は、新しい考え方も示していますが、基本的

にはこれまでも充実が求められてきたことを学習者の視

点で言い換えていると受けとれます。同じ考え方は、当

然新しい学習指導要領に述べられています。令和答申は

その学習指導要領への理解をさら進めるための詳しい解

説をしているとも言えます。つまり、令和答申は新学習

指導要領の取扱説明書といってもよいでしょう。

　「協働的な学び」も、これまでも大事にされてきまし

た。自分一人では気づかなかったことに気づいたり、考

えを重ね合うことで学びが深まったりするという点で重

要です。ただし、「協働的な学び」が同調圧力を生むこ

とのないようにすることも大切です。「個別最適な学び」

が孤立した学び、あるいは学びの分断にならないで多様

な生徒が自らの学びをつくれるように、そして「協働的

な学び」が同調圧力を生むことなく、多様性が認められ

る、包摂性のある学習集団で学びを深めることができる

ように、ということが重要です。

　高度経済成長期のように社会の価値観がある程度共有

され、進むべき方向性が明確な時代であれば、探究や学

習の個性化がこれ程強く求められることはないかもしれ

ません。VUCAと言われ、非連続的と言われる激しい社

会変化の中、他者と関わり豊かに生きるためには、自分

で考え、自分で判断し、自分で行動できる自立した学習

者になることが必要だと思います。私はそれが今の学習

指導要領で示されている最重要事項だと考えています。

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実し、
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげる

　子供一人一人の特性・学習進度・学習到達度等に応じ、
　教師は必要に応じて重点的な指導や指導方法・教材等を工夫

主体的・対話的で
深い学び

個別最適な学び
協働的な学び 一体的に充実

授業外の学習改善 授業改善

＼子供の資質・能力の育成／

＼子供が自己調整しながら学習を進めていく／

指導の個別化

　子供一人一人の興味・関心・キャリア形成の方向性等に応じ、
　教師は一人一人に応じた学習活動や課題に取り組む機会を提供

　子供一人一人の良い点や可能性を生かし、
　子供同士、あるいは地域の方々をはじめ多様な他者と協働

学習の個性化

異なる考え方が組み合わさり、よりよい学びを生み出す

異なる目標に向けて、学習を深め、広げる

一定の目標を全ての子供が達成することをめざし、
異なる方法等で学習を進める

「子供の学び」の姿 個別最適な学び【学習者視点】（＝個に応じた指導【教師視点】）

協働的な学び

（中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して（答申）」【総論解説】より作成）

（https://www.nits.go.jp/materials/intramural/094.html）

図表２ 「令和の日本型学校教育」における「子供の学び」の姿

参考 独立行政法人教職員支援機構　校内研修シリーズ

「令和答申」の総論の内容を中心にポイン
トを絞って動画で解説しています。
ぜひご参照ください。

令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
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１人１台端末の整備を機に、クラウドも積極的に活用を

高度な資質・能力の育成をめざし、授業観を自由進度学習へと転換

校務や研修で授業と同じシステムを使い教員のICT活用力を向上 

Point

１人１台端末の整備が進むことで
高校でも日常的にICTが活用されるように

　「GIGAスクール構想」によって、高校でも１人１台

端末の整備が進んでいます。

　これまでは、端末の台数が限られていたこともあり、

どの授業で、何のためにICTを使うのかを考える必要が

ありました。しかし、教員も生徒も全員が端末を持つよ

うになれば、授業などでICTを使うのが当たり前になり

ます。

　社会人は、仕事のはじめにパソコンの電源を入れて、

メールの確認、調べもの、資料の作成など、必要なとき

にパソコンを使いますが、学校でも同じように、日常的

にICTが活用されるようになると考えられます。

　また、ここ数年でクラウドサービスが急速に普及しま

した。2010年代までは、データを共有する際、メールに

添付して送る、共有フォルダにファイルを置いてそこか

らダウンロードするという使い方が主流でした。しか

し、社会の状況を見ると、現在はGoogle Workspaceや

Microsoft 365にファイルを置き、URLで情報をやりと

りし、共有する時代になりました。

　文部科学省から、「整備された端末がクラウド活用を

基本として積極的に利活用されるよう」（注１）と、学校に

おいてもクラウドを活用することが推奨されています。

また、学習ツールについては、「学校における使用であ

っても、学校向けの特別な仕様である必要はなく、一般

向けのソフトウェアで十分」（注２）としています。

　クラウドの活用に情報セキュリティの懸念を抱く方も

いらっしゃいますが、セキュリティ面でのリスク軽減に

もつながります。たとえば管理者が自在にアクセス権を

つけることができます。仮にファイルのURLが外部に

漏れても、校内のアカウントのみからアクセスできるよ

うにするなどの制御が可能です。従来のようにメールで

ファイルを送信する場合、相手のパソコン上にファイル

が残ったままになるなど、意図しない情報流出の可能性

が懸念されます。USBメモリなどは紛失する恐れもあり

ます。

学習目標を到達目標から向上目標に転換し
一人ひとりの力を伸ばす教育へ

　＜図表１＞は、１人１台端末時代の資質・能力の習得

とICT活用のイメージを示したものです。高校段階で主

に活用がなされるのは（B）（C）の領域だと考えられます。

　個別の知識・技能の習得のための学習（B）は、学習

動画やAIドリル等に置き換わっていくと考えられます。

すでに、知識の解説が非常に上手な教員の授業動画はた

くさん作成されていますし、問題演習なども、AIドリル

であれば問題の難易度や進度を一人ひとりの生徒に合わ

せることができます。

　そうなると、教員が教室で実施する授業では、より高

次な資質・能力の育成をめざすことになります（C）。

このとき、授業はただ解説を聞くだけでなく、調べる・

（注１）令和３年３月12日「ＧＩＧＡスクール構想の下で整備された１人１台端末の積極的な利活用等について（通知）」
（注２）令和２年３月３日「ＧＩＧＡスクール構想の実現　標準仕様書」の「１.（３）学習用ツールについて」

１人１台時代のICT活用

ICTを授業でも日常的に活用し
一人ひとりを伸ばす自由進度学習を実現

高橋純 教授（東京学芸大学 教育学部）
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整理する・まとめる・発表する・批評し合うといった活

動を繰り返す探究的なもの、というようにその授業観を

大きく転換することになります。

　また、授業観の転換とあわせて、学習目標も転換する

必要があります。具体的にいえば、これまでの「字が書

ける」というような到達目標から、「これまでより字が

きれいに書けるようになる」というような向上目標への

転換です。

　たとえば、美術の授業などでは、現在でも、生徒同士

が制作過程を見せ合いながら作品を完成させていく場面

が見られます。一方、他教科の場合は、他の生徒のレポ

ートを見たり、解答を写したりすることはあまりありま

せんが、向上目標的な発想に立てば、このレポート作成

も、生徒同士で互いに見せ合い参考にしながら、より良

いレポートを書くという活動に変わります。

　このとき、授業で取り組むテーマは、１つに正解が決

まるものではなく、「オープンエンド」なものにする必

要があります。たとえば日本史の授業であれば、「江戸

時代が終わった理由をまとめる」といった課題が考えら

れます。

　すでにこうした授業を行っている場合も、多くは、授

業の冒頭で教員が生徒全員に対してこの日の目標や流れ

を説明したあと、自分の考えをまとめ、グループで話し

合い、順番に発表するといった流れをステップバイステ

ップで指示する場合が多いのではないでしょうか。しか

し、学習のペースは一人ひとり違うため、早めに考えを

まとめて退屈する生徒や、意見が出尽くして遊んでしま

うグループなども出てくるかもしれません。

　そこで、授業もこれまでの「単線型」から「複線型」

へと転換することが求められます＜図表２＞。

　複線型の授業では、教員は「江戸時代が終わった理由

をまとめよう」といったテーマを提示し、生徒は自分で

考えをまとめたり、端末を使って調べたり、他の生徒と

協働したり、教員にアドバイスを求めたりといったこと

を、必要に応じて行います。

　そうした授業では、生徒が学習過程や学習形態を自己

決定、自己調整することが求められます。ICT活用も、

文章作成ソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションソ

フト、Webサイト、あるいは普通のノートなど各自の学

習に適したものをそれぞれ使います。教科書や資料集は、

課題に取り組むために参照する基本的な資料となります。

　複線型の授業では、教員はリアルタイムで生徒の学習

の過程を把握し、直接声をかけたりしながら、学習を支

援します。たとえばレポートをまとめる授業でも、ICT

端末とクラウドなどをうまく活用すれば、40人学級のク

ラスでも、１人につき３～４回は制作状況を確認できる

 図表１  �資質・能力と端末活用

個別の
知識・技能

高次な
資質・能力

小：低学年 中学校

資質・能力
（イメージ）

高校小：高学年 発達段階
（イメージ）

（A）基礎基本・
体験活動等の重視
端末活用は限定的

（B）
AIドリル
学習動画等

（C）
授業観やICT活用観の転換が必要

（高橋先生ご提供資料）

１
人
１
台
時
代
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
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でしょう。行き詰まっている生徒に対し、教員から「A

さんが面白いことを書いているよ」と声をかけ、参考に

するようアドバイスすることもできます。

　生徒は学習の仕方も、得意なことも一人ひとり違いま

す。教員は生徒を集団として捉えがちですが、これから

は、一人ひとりのそれぞれの力をそれぞれに適した形で

伸ばしていくということが必要となります。また、学校

では多くの教科を教え、苦手を克服するように指導を行

ってきましたが、得意なことをより伸ばしていくことが

大切になります。

　それらを前提に、これまでの学校で行われてきた「一

斉授業」から、「自由進度学習」へと転換していくこと

が求められているのです。

　「自由進度学習」の理論は1980年代には完成していま

したが、なかなか実現できませんでした。しかし１人１

台端末が実現し、クラウドが普及することで、可能にな

りつつあると感じています。

クラウド活用やICT機器の発達により
教員の指導も高度化・効率化

　１人１台端末とクラウドを活用する際のメリットの１つ

に、“白紙の共有”が可能になることがあります＜図表３＞。

　大学での私の授業ではGoogle Workspaceを活用して

いますが、学生がレポートを作成する際に、まずは何も

記入していない“白紙”の状態で、ドキュメントのURL

を受講生全員に共有してもらいます。そうすると、学生

が書き進めているレポートを、途中段階も含めて、私も

受講生も見ることができるようになります。

　私は学生のレポート作成の過程を見ながら、随時、コ

メントをつけたり、話したりしていきます。学生も、他

の受講者のレポートを参考にしたり、お互いにコメント

をつけ合ったりしながら、自分のレポートの質を高めま

す。変更履歴も自動的に保存されるため、以前のバージ

ョンを見返すことなども容易です。

　これまでは、完成したレポートを印刷して紙で提出し

たり、レポートのファイルをメールで送ったりしていま

したが、クラウドを活用することで、途中段階を随時確

認することが可能になったのです。

　クラウドを活用することで、私の研究も効率化されて

います。たとえば、私は小・中学校の指導助言なども行

っていますが、授業動画の共有などは非常に容易になり

ました。小・中学校の先生方には、授業中に撮影した動

 図表２  �1人１台端末を活用した自由進度学習のイメージ

一斉でインプット 教師の指示で一斉に端末活用や協働 教師の指示で一斉で発表

一斉でインプットや
課題・活動確認

協働を自己決定

協働を自己決定

協働を自己決定

他者参照

他者参照 他者参照

教師＞把握と指導

課題提出

単線型
（従来型）

複線型
（クラウド型）

学習の途中を何度でも参照（途中参照）
何度もインプットとアウトプット

白紙共有
・一人一人が主語 
　自己判断で進行
・複線型
・必要な時に，
　必要な相手と協働
・教師は把握と指導

・教師の指示による
　ステップバイステップ
・単線型
・協働すらも一斉

（高橋先生ご提供資料）

Kawaijuku Guideline 2023.4･526



高校教育改革のキーワード

令
和
の
日
本
型
学
校
教
育

ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー

探
究
学
習
の
現
在

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育

普
通
科
改
革

置や方向を授業前に決める必要がありました。しかし、

360°カメラであれば、教室の真ん中に置いておけば教

室中を撮影することができます。そうすると、カメラの

位置に関わらず、授業後に見たいところをもう一度見た

りすることができます。

　先述の複線型の授業では、１つの教室の中で多様な学

習活動が同時に起こりますし、生徒も自由に動き回りま

すので、360°カメラの活用が特に有効です。 

　クラウドも360°カメラも、最初は抵抗があるかもしれ

ませんが、導入してみると、先生方は新しい授業のイン

スピレーションを感じられるようです。より良い活用法

を試行錯誤しながら実践していくうちに、どんどんアイ

デアを出してICTを活用するようになると感じています。

　よく、DX（デジタルトランスフォーメーション）と言

いますが、ICTの導入で変革できることの１つが、物事

の順番を変えられることです。先述の“白紙の共有”でレ

ポートを共有する段階の順番が変わり、360°カメラで設

置場所を決めることと見ることの順番が変わるというよ

うに、授業の構成も変えていくことができます。

　ここまでご紹介してきたように、１人１台端末やクラ

画をクラウドにアッ

プロードし、その

URLをチャットで

共有していただいて

います。

　周辺機器の発達も

進んでいます。たと

えば、近年普及して

いる360°カメラを導

入することで、授業

研究なども変わりつ

つあります。これま

で使われていたビデ

オカメラは、一定の

方向しか撮影するこ

とができなかったた

め、授業研究の際に

は、観察したい生徒

などをよく考え、ビ

デオカメラを置く位

ウドの整備が進むことで、学校教育は大きく変わってい

きます。とはいえ教員は忙しく、使い方を勉強する時間

がないのが課題です。そこで提案するのが、授業のため

にICT活用法の勉強をするのではなく、事務仕事も、授

業研修も、授業と同じシステムを使うということです。

とにかくさまざまな場面で使って慣れていただくのが最

も効果的です。

　たとえば校内研修などでクラウドを使ってみるのはい

かがでしょうか。授業実践動画やレポートをクラウドに

アップして、意見交換をチャットで行うなどは、高校な

どでも実施可能だと思います。

　どんな教育改革も、まず生徒の現状を把握することか

らスタートします。そして１人１台ずつの端末には生徒

の現状が詰まっており、教室に教員が一人しかいない中

でも、生徒一人ひとりを際立たせ、見守りながら成長さ

せていく道具となります。教員も、日頃、仕事やプライ

ベートでパソコンやスマートフォンを便利に使っている

と思います。教育現場ではまだICTの活用に規制もあり

ますが、授業でも使うのが当たり前のものとして、気楽

に活用していただきたいと思います。

 図表３  ”白紙の共有”によるレポート指導の流れ

Aさん

白紙

URL
共有

家のPCでも作業ができる

教員

参照

協働の観点から
考えると？

教員

Cさん 
参考になりま
した

把握 教員からの指導
他生徒のコメント

白紙状態からレポートを共有することで・・・
　教員　進捗把握、活動途中での指導が可能
　生徒　他生徒を参照しながら、より良いレポート作成できる

生徒はレポートのURLを作成し
教員や他の生徒に共有

URLをクリックすると、
それぞれの最新状況の閲覧やコメントが可能

クラウド活用のメリット

クラウド活用のメリット

変更履歴がこまめに残る

クラウド活用のメリット
Aさん

Bさん

Bさん

白紙

クラウド活用のメリット

AさんのURL

BさんのURL

（取材内容をもとに編集部で作成）

１
人
１
台
時
代
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
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スクール・ポリシーは大学の３つの方針に相当

　これまでも高校は教育課程を編成し、段階的・体系的

なカリキュラムを作って学校運営を行ってきましたが、

なぜ今、スクール・ミッションに基づく、教育課程の編

成や実施に関する方針などのスクール・ポリシーが求め

られているのでしょうか。それは言うまでもなく、資

質・能力の育成のためです。そのために必要な知識・技

能は、教科を学ぶ上で必要な特定の技能ではありません。

もう１つ上の段階の課題に取り組むための汎用的な資

質・能力の育成がめざされています。

　この資質・能力の育成が教育機関の大きな役割となっ

たことで、大学では３つの方針に基づく大学教育の充実

が求められるようになりました。大学における３つの方

針は、①卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリ

シー：DP）、②教育課程編成・実施の方針（カリキュラ

ム・ポリシー：CP）、③入学者受入れの方針（アドミッ

ション・ポリシー：AP）です。この３つのポリシーを

ベースにした教育目標実現のための大学運営が教学マネ

ジメントです。高校では2022年度から新学習指導要領

が施行され、いわば高校版の教学マネジメント体制づく

りが進められています。

　高校のスクール・ポリシーである①育成を目指す資

質・能力に関する方針、②教育課程の編成及び実施に関

する方針、③入学者の受入れに関する方針は、大学の３

つの方針にほぼ対応するものと考えてよいでしょう。大

学の３つの方針はスクール・ポリシーを考える上での参

考になります。たとえば、大学の卒業認定・学位授与の

方針は、多くの場合、次のように書かれています。

　まず、「学士課程卒業にあっては教育目的に基づき以

下の点に到達していることが求められる」とあり、その

後に具体的な知識・技能、汎用的技能に相当する内容が

複数記載されます。その１つ目に記載されるのは、一般

的に知識・技能に関することで、カリキュラムの表に出

てくるものです。そして、２つ目以降に汎用的技能に相

当する能力、たとえば、問題発見・解決力、コミュニケ

ーション力など、各学位プログラムに共通して必要な汎

用的技能などが列挙されています。教育課程編成・実施

の方針は、これらを基準点としてさらにブレイクダウン

していき、４年間の学士課程の各授業科目を編成するの

が基本です。そして、どの授業科目が資質・能力の育成

に寄与していくかをカリキュラムマップやコースツリー

と呼ばれるものに示します。

建学の精神、学校教育目標等との関係を整理する

　高校の場合も、スクール・ミッションつまり学校の社

会的役割に応じた各高校の学校教育目標があり、育てた

い資質・能力があります。それをカリキュラム、個々の

授業へとブレイクダウンしていきます＜図表１＞。なお、

多くの場合、学校には建学の理念や校是があります。こ

の点をどう考えるかについて、桐蔭学園の例を通して見

ていきます。

　桐蔭学園には建学の精神があります。ただ、学園が設

立されたのは1964年ですので、その時代背景が色濃く反

映されており、そのままの言葉ではスクール・ポリシー

には適しません。現代版として翻訳することが必要です。

高校におけるスクール・ポリシーは、大学の３つの方針とほぼ同じ

教員によって解釈が多様になる文言や、アセスメントできない内容は見直す

全教員が当事者となるよう、皆で議論し校内に徐々に広げることが大切

Point

スクール・ポリシー

スクール・ポリシーは学校の進むべき方向性を示す
教員一人ひとりが自分事として受け止め推進すべき

溝上慎一 理事長（桐蔭学園）
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に分けて提示しています＜図表２＞。１つ目は「他者を

承認した上で、多様な人たちと協働できる」です。他者

との関わりは現代的な課題です。現代社会では個人の力

を基礎としながらも、集団の中でどれぐらい自分の力を

発揮できるかが重要です。私たちはこれを重要視して最

初に掲げています。２つ目は「学び続け問い続けながら、

探究することができる」です。これは建学の精神の「学

問に徹し、求学の精神の持ち主たれ」に依拠しています。

時代を超えて大事なことだと思うものです。３つ目には

キャリア教育の意味合いがあります。このように各学校

が育成をめざす資質・能力を具体的な言葉で表します。

個々の授業で「何を」「どのように」学ぶか

　スクール・ポリシーで育てたい資質・能力を見ると、

「アクティブラーニング」「探究」「キャリア教育」とい

うキーワードが見えてきます。これは桐蔭学園が「新し

い進学校のカタチ」として掲げる３つの柱とも一致して

います。こうした育てたい資質・能力につながる学校教

育活動については、私も校長も、式典や学校説明会など

で話をする際には必ず触れます。そのため、入学書類な

どの志望動機を見ると、皆がこのキーワードを書いてき

ます。生徒は、桐蔭学園の教育内容をわかった上で受験

して入学してくるということです。育てたい資質・能力

を明示することが、アドミッション・ポリシーにもつな

がっているのです。

　この資質・能力を育てるためには、カリキュラム化し

て学校教育目標を個々の授業につなげていくことが必要

です。その際にポイントとなるのは、「何を学ぶか」と

そこで私たちは建学の精神

の現代版として、「社会に

生きる主体として自ら考え

判断し行動できる資質・能

力の育成」を学校の大きな

教育目標にしています。

　次に課題となるのは、そ

の資質・能力を具体的にど

のような力として育てるか

です。桐蔭学園では、「自

ら考え判断し行動できる資

質・能力」を、大きく４つ

「どのように学ぶか」です。「何を学ぶか」はもちろん学

力の３要素です。進学校ですので、大学受験にも対応し

ていることが大切です。「どのように学ぶか」は言うま

でもなく、アクティブラーニング型授業です。個－協働

－個の学習サイクルとリフレクションで学びを深めます。

　また、桐蔭学園では探究活動を「未来への扉」と呼ん

で、ゼミ活動や論文執筆に取り組みます。キャリア教育

は大学進学だけではなく、仕事・社会へのトランジショ

ンにおいて役に立つプログラムにしています。これら

「新しい進学校のカタチ」の３つの柱では、ペアワー

ク・グループワークやプレゼンテーションなど、さまざ

まな外化の機会を取り入れています。人の話を聞くだけ

ではなく、グループワークや発表などを通じて自分の理

解や考えを外に出しながら、他者や集団の中で力を発揮

する場面を入れています。

　このように、育てたい資質・能力がカリキュラムのど

こに入っているかが明示されていなければ、アセスメン

トができません。アセスメントされて、結果がフィード

バックされ、教育現場で見直しが行われることが、カリ

キュラム・マネジメントにつながります。

教科学力等に加えて資質・能力もアセスメントする

　教育活動をどのようにアセスメントするかは重要です。

そのためのツールはさまざまです。校内成績に加え、模

擬試験は全国的な位置づけを確認するために必要です。

この他、桐蔭学園では英語の外部試験も活用しています。

英語科から報告されたものによれば、外部試験や多読に

取り組み、英語の成績が伸びている生徒は、国語や数学な

 図表１  スクール・ミッション、スクール・ポリシー

（溝上先生ご提供資料）
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・
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ど他教科の成績も向上しているという結果が出ています。

　こうしたデータやエビデンス（根拠）によって教育活

動をアセスメントしていきます。探究プログラムはテス

トの点数のような成績はありませんが、生徒の成果物や

発表内容で評定をつけますので、これらもアセスメント

の対象となります。また、桐蔭学園では生徒へのアンケ

ートをいくつも実施しています。アンケート結果は生徒

の自己評価ですので、データとしての信頼性の点で心配

があるかもしれませんが、むしろ生徒がどう思っている

のかが大事なことだと考えて活用しています。これらの

個々のデータを活用するだけでも十分にカリキュラム・

マネジメントになりますが、最終的にはデータをマージ

（統合）して分析するところまでいくことが必要だと考

えています＜図表３＞。

　桐蔭学園では資質・能力をアセスメントするツールと

して河合塾の「学びみらいPASS」（注）を活用していますが、

その結果と校内成績、生徒のアンケートデータなどをマ

ージすると、生徒のリテラシーやコンピテンシーと成績

との関係など、さまざまなことが見えてきます。私が進

めている高校版IR（Institutional Research）プロジェク

トでは分析ソフトを使わず、Excelでも可能な手法でデ

ータをマージして分析するようにしています。Excelで

クロス集計しただけでもさまざまなことがわかります。

　データをマージするというのは、生徒の経験を一体に

することです。教科の学習などを通して、生徒が全体と

してどのような学びや経験をしているのかをデータが表

しているといってもよいでしょう。それを育てたい資

質・能力に照らし合わせ、不足しているところがあれば

改善するというフローになります。また、全国的な模擬

試験に相当するような資質・能力のアセスメントデータ

は持っておくとよいでしょう。ほとんどの高校は模擬試

験を受けていますが、資質・能力の全国的な位置づけを

見るアセスメントへの関心はあまり高くないように思い

ます。全国的な位置づけを見ることで、生徒の良いとこ

ろを伸ばし、弱いところを指導に生かすことができます。

各教員の共通理解とアセスメントの観点で見直す

　スクール・ポリシーは策定後、必要に応じて見直すこ

（注）「学びみらいPASS」のPROG-Hではジェネリックスキルとして、「知識を活用して課題を解決する力（リテラシー）」と、「経験を積むことで身についた行動
特性（コンピテンシー）」を測ることができる。（Guideline2022年10・11月号参照）

 図表２  桐蔭学園高等学校 スクール・ポリシー

（溝上先生ご提供資料）
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の部分とつながるのか、といった観点で見直します。

　大学のカリキュラムマップやコースツリーのように、

各先生の授業が育てたい資質・能力のどこにつながって

いるのか、どのような授業や活動を行えば育てたい資

質・能力が身につくのかといったことを、グループワー

クで議論することが肝要です。スクール・ポリシーを、

校長や管理職だけでなく現場の先生方と共有するために

は、掲げた育てたい資質・能力を皆で見ながら、自分の

教科や自分の授業で実現できているのか、あるいはもっ

と別の言葉で表記する方が適切なのではないか、などを

議論します。言葉を修正する場合は、合意を取りながら

修正します。この時、人によって解釈が多様になる言葉に

は注意が必要です。たとえば“グローバル”などです。こ

の場合、何をもってグローバルといえるのかということ

についても、話し合って共通理解を持つ必要があります。

　次に課題となるのは、どのような指標で評価をするの

かというアセスメントの問題です。たとえば、「他者を

承認」とはどのように評価すればよいのか、「多様な人

たちと協働」の「多様」はどのような指標で測るのか、

などです。桐蔭学園の場合、資質・能力のおおよそは

「学びみらいPASS」でデータが取れますが、独自で見た

い指標があれば生徒へのアンケートなどで補います。こ

の時、どのようなアンケートで評価をするのかについて

も合意しておくことが必要です。育てたい資質・能力に

は、アセスメントできないことを書いてはいけないので

す。抽象的なスローガンではアセスメントができません

し、どのように指導すればよいかが明確化できません。

　こうした見直しのプロセスには非常に時間がかかりま

す。しかし、どのような指標で評価・測定すればよいか、

どのような教育活動を通じて育成することができるのか、

などを皆で議論して決めていくことで、共通理解が学校

全体に少しずつ広がり、全教員が当事者になれるような

形ができていきます。スクール・ポリシーの最大の課題

である、全教員への周知や普及には欠かせないプロセス

だと思います。

スクール・ポリシーの推進はガバナンスの問題

　高校の場合、大学とは異なり、学習指導要領という標

準的なカリキュラムがあります。その中でミッションの

再定義を行って、独自のスクール・ポリシーで特色を明

確化するというのは非常に高度なことが求められている

と思います。だからこそ、スクール・ポリシーを校内に

浸透させていくためには、校長や管理職の役割が大きい

のです。

　大学では数年前から、学長のリーダーシップによる大

学ガバナンス改革が進められています。高校におけるス

クール・ポリシーもまさに同じくガバナンスの問題だと

思います。スクール・ポリシーを現場の先生方に伝える

のは誰なのか、取り組みに加わらない先生がいた時に参

加を呼びかけるのは誰なのか、これらはすべてガバナン

スの問題です。

　そのため、スクール・ポリシーを策定したり、策定し

たスクール・ポリシーを見直したりする時は、実際の作

業は教務関係の委員会などに任せる形でよいですが、最

後は校長が自分事として受け止め、学校として進めてい

くという意識とともに、推進するための体制づくりが必

要なのです。

とが不可欠です。基

本的に見直すところ

は、桐蔭学園の例で

いえば、「育成を目

指す資質・能力に関

する方針」として掲

げた４項目になりま

す＜図表２＞。使わ

れている言葉はこの

ままでよいのか、各

先生が行う授業のど

 図表３  高校版IRの指標

（溝上先生ご提供資料）
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探究学習の現在

生涯にわたって探究し続ける生涯探究社会が到来
各高校は独自の強みを持った教育課程の創出が必要 

田村学 教授（國學院大學 人間開発学部初等教育学科）

高校における探究学習はここ数年で予想以上に大きく進展している

さらなる高度化と自律化には教科教育が重要

各高校の教育目標を踏まえた教育課程の編成は自ずと「探究」に帰結する

Point

教育課程全体が「探究」に大きくシフトチェンジ

　新学習指導要領では、「総合的な学習の時間」が「総

合的な探究の時間」に変更され、地理歴史や古典など他

の科目にも探究という名称が付され、教育課程全体が

「探究」に大きくシフトチェンジしました。

　現在の高校における探究学習の取り組み状況を見ると、

当初期待された姿以上に大きく進展していると私は感じ

ています。これまで学習指導要領の改訂時における高校

の動きは比較的慎重でしたが、ここ数年は劇的といって

もよいぐらいの大きな変化が見られます。

　各地の学校におうかがいした際、学校運営の中核を担

う先生方から、探究学習に対する前向きな声をたくさん

いただきます。また、そうした熱心な先生方同士がネッ

トワークでつながるなど、これまでとは異なる様相を見

せています。さらに大きいのは探究学習に生き生きと取

り組む生徒の声です。実践の現場に直接うかがうことも

ありますが、近年は、新聞などのメディアを通しても、

生徒たちの活動や声が伝わってきます。探究活動を生か

して大学入試で結果を出したという話も聞きます。こう

した声を聞くにつけ、「探究」が大きなうねりのように

確実に広がってきていることを実感しています。

　「探究」という言葉の持つインパクトも大きいと思い

ます。多くの高校の先生方のマインドシフトを促す効果

もあったと思います。それに加えて、現場の先生方も生

徒たちの前向きな変容を確実に実感でき、手応えを感じ

たのだと思います。世代交代などによって管理職も含め、

教育に対する価値観が旧来のものから刷新されてきてい

るのではないでしょうか。

変化の背景には政策に加えて社会的変化がある

　こうした変化にはさまざまな背景があると考えられま

す。１つは文部科学省の施策です。高校の教育目標、ス

クール・ミッションを明確にし、そのための教育課程を

編成するカリキュラムデザインによって、各高校の特色

を出していくという施策は、自ずとカリキュラムの中で

の「総合的な探究の時間」の位置づけを考えることにつ

ながります。また、施策の中でも大学入学者選抜改革は

大きなメッセージとなりました。総合型選抜の広がりと

ともに、高校生のとき探究に取り組んで来た学生ほど大

学入学後の成績がよいとも耳にします。高校時代の探究

学習が将来はもちろんのこと、目の前の大学入試にも影

響することが明らかになったのです。東京大学の学校推

薦型選抜で複数名の合格者を輩出する高校も出始め、進

学校に与えた影響も大きいものがあります。さらに、難

関大でも、探究学習のように自分の意思で意欲的に学べ

る学生を総合型選抜や学校推薦型選抜で入学させようと

いう方向に動いています。

　もう１つは社会的な変化が挙げられます。その中には

コロナ禍の影響もあったと思います。休校など教育活動

の充実の妨げにはなりましたが、旧来の学力観ではとて

も解決できない問題に対して、その時点でのベストな納

得解や最適解を見出しながら、多くの関係者が協働的に

学びながら解決するしかないことが毎日のように目の前

で示されました。こうした大人たちの苦労を生徒たちも

見ていたのだと思います。
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　これらに加えて、私は受験情報産業、出版社、塾・予

備校など民間企業の貢献もあったと考えています。各種

の答申では、文部科学省が「総合的な探究の時間」の指

導資料を作るとされていましたが、実際にはすぐには動

けませんでした。その間、民間企業が積極的に探究学習

の教材を作成し、広く提供することに加え、グッドプラ

クティスの共有も進めてくれました。高校現場にとって

は大きなヒントになったと思います。

　私はこうした変化を、生涯学習社会の次に来る、正解

の無い問題に対して生涯にわたって探究し続ける、生涯

探究社会が到来するというイメージで捉えています。ま

さに今、潮目が大きく変わろうとしています。

トップリーダーを支える教育委員会の施策に期待

　全体的に大きな変化が起きているとはいうものの、ど

んどん進めている高校もあれば、波に乗り切れない高校

もあると思います。その点では、全国のすべての子ども

たちが探究学習に存分に取り組んで、そのよさを実感し

ているかと問われれば、残念ながらまだその段階にはあ

りません。特に公立高校は私立高校に比べて、変化のス

ピードが緩やかで地道に着実に進むという印象です。

　ここでのポイントは３つあると思います。１つは高校

のトップリーダーである校長の判断です。校長が各高校

のスクール・ミッション、スクール・ポリシーを策定し、

カリキュラムの中で探究学習をどのように位置づけるか

は大きなポイントです。

　そして、２つ目は、トップリーダーの思いを受け、実

際に組織を動かしていくミドルリーダーを中心とした、

コア組織となる部局やプロジェクトチームの役割が大き

いと思います。高校は小中学校より組織のサイズが大き

いため、こうした仕組みが必要です。校務分掌で明確に

定め、適切な人事配置と財政的な措置によって組織は初

めて動き出します。

　さらに重要なのは、これらの両者を大きく包み込んで

支援する教育委員会の役割です。私はこれからの教育委

員会の施策には２つの視点が大切になると考えています。

　１つは時間軸の視点です。今後、社会はどのように変

化していくのか、そこではどのような人材が求められる

のか、今後の社会を見据えた視点を持って、それぞれの

自治体を担う人材を輩出するための未来志向の時間軸が

持てるかどうかです。

　そして、もう１つは空間軸です。自治体内の他の部局、

とりわけ知事部局や市長部局の施策と教育委員会におけ

る人材育成との関係を空間軸で捉える視点が必要です。

各自治体は、未来社会を考え、永続的な地域づくりに注

力しています。そこに高校生がどのように参画するか、

あるいは高校生のパワーやアイデアをどのように生かせ

るのかといった視点を持って施策を考えなくてはいけな

いと思います。観光や地域イベントへの参加や地元企業

との商品開発などさまざまな場面が考えられますが、そ

こには地域特性があり、大都市であればグローバルな視

点も必要になってくるでしょう。これからは観光課やま

ちづくり課などとネットワークを作り、教育委員会以外

の予算も活用できるような政策的な戦略が持てるスタッ

フが求められていますが、私はそうした指導主事は確実

に増えているという印象を持っています。

さらなる高度化と自律化には教科教育が重要

　今後、探究学習が今以上に進展するためには、さらな

る高度化と自律化が必要になります＜図表１＞。高度化

には、整合性、効果性、鋭角性、広角性の４つが大切で

す。つまり、探究の目的と解決の方法に矛盾がなく、探

究の資質・能力が活用されており、より深く掘り下げて

探究し、幅広い可能性を視野に入れているということで

すが、今後は生徒がこうした学び方をより自覚できるよ

うな各高校の取り組みやチャレンジが出てくることを期

待しています。生徒が自覚して、そこに手応えが加われ

ば、次の行為につながります。そのためには、調査の方

法や具体的な表現方法など、各教科の学びで得られた方

法や知識を探究学習で使う状況がさらに進むことが肝要

です。それによって、生徒の取り組みもより高度化しま

すし、各教科の先生方も探究学習に関わりやすくなるの

ではないでしょうか。

　自律化とは、自分に関わりのある課題を自分で解決し、

そこに参画することです。探究することで、生徒自らが

どのように社会と関わり、どのような形で社会参画する

かを考えていくような本質的なキャリア教育につながっ

ていくと思います。

　こうして見ていくと、今後は教科教育の重要性が際立

つのではないかと思います。そうなると校内に各教科の
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スペシャリストを揃えている、いわばシンクタンクとし

ての、高校の役割が見直されていくと思います。専門的

な知見を持つ高校の先生方の力をこれからも存分に発揮

していただくことが、より高度でより自律的な高みをめ

ざすためには必要です。

　今後到来するであろう、生涯探究社会においては、子

どもたちは、どのように未来社会を創造するかを考え続

ける主体にならなければいけません。そのためには、自

分たちが社会に関わり、アクションを起こせば変化が起

き、自分たちの未来社会が豊かになっていくことを実感

するチャンスが必要です。探究学習はまさにこうした手

応えを積み重ねる機会となります。より高度で自律的な

高みをめざしつつ、すべての子どもたちが探究学習に存

分に取り組んで、手応えを実感できるよう、裾野を広げ

ていくことが大切です。

STEAM教育との親和性は高いが
各高校の強みを生かした固有性が大切

　近年、データサイエンス教育への関心の高まりもあり、

STEAM（Science、Technology、Engineering、Art、

Mathematics）教育が注目されています。STEAM教育

も、探究学習と同様に、各教科の知識や考え方を総合的

に活用し、問題解決を図ることを通じて学びます＜図表
２＞。つまり、探究しながら資質・能力を育てていくた

め、探究学習とはほぼ等しい感覚で捉えてよいと思いま

す。科学技術政策への関心と相まって、STEAM教育に

多くの方が関心を持つのは確かだと思います。そのため、

「 総 合 的 な 探 究 の 時 間 」 を 中 心 に し て、 各 高 校 が

STEAM教育を展開するのは順当なことだと思います。

　特にここ数年、探究学習を推進していく際のわかりや

すいメッセージの代表的な存在が、STEAM教育、地域

活性化、SDGsです。ただし、すべての高校が探究学習

でSTEAM教育に取り組む必要はなく、各高校の持って

いる特色や強みを生かすことが重要です。高校の立地条

件や生徒がどのような興味・関心を持って入学してきて

いるのか、生徒たちの将来に対する進路意識がどこにあ

るのか、などに合った取り組みがベストでしょう。

　それぞれの高校の特色や生徒の実態、地域の特性など

 図表１  �総合的な探究の時間における生徒の学習の姿（探究のプロセス）

総合的な探究の時間の目標
　探究の見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うこと
を通して、自己の在り方生き方を考えながら、よりよく課題を発見し
解決していくための資質 ・能力を次のとおり育成することをめざす。

（１）探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能
を身につけ、課題に関わる概念を形成し、探究の意義や価値を
理解するようにする。

（２）現実の世界と自己との関わりの中から問いを見いだし、自分で
課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ ・ 表現する
ことができるようにする。

（３）探究に主体的・ 協働的に取り組むとともに、互いのよさを生か
しながら、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようと
する態度を養う。

■探究を高度化する
・目的と方法の整合性
・使用し活用する効果性
・焦点化される鋭角性
・視点を広げる広角性

■探究を自律的にする
・自分にとって関わりが深い課題〔課題〕
・プロセスを見通し、自分での解決〔運用〕
・知見を生活や行為に結び付けて考える〔参画〕

どのように学ぶか

探究のプロセス
課題の設定

整理・分析

情報の収集まとめ・表現
①課題の設定
②情報の収集
③整理・分析
④まとめ・表現

（文部科学省「新しい時代の高等学校教育の在り方ワーキンググループ（第４回）会議資料」より作成）
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各高校の強みは必ずあります。その強みを生かした取り

組みの方が圧倒的に固有性もあり、最終的にはスクー

ル・ミッションに合致した独自性が際立つチャレンジに

なるでしょう。

独自性のある教育目標と教育課程が各校の強みに

　学習指導要領の総則には、教育目標を踏まえて教育課

程を編成する際には「総合的な探究の時間」との関連を

図るものとするという記載があります。学習指導要領に

のっとって学校経営を行おうとすれば、必然的に探究学

習を考えるような仕組みになっているのです。これはス

クール・ミッションやスクール・ポリシーにもつながる

ため、かなり大きな意味を持っていると思います。

　また、現在、学校経営を進めるためのカリキュラム・

マネジメントが強調されていますが、ある意味でビッグ

ワード的に捉えられていて、かなり幅広くさまざまなマネ

ジメントを行わなければならないような印象を持ってい

る方もいるようです。しかし、学校経営を確かなものにす

るためのコアは教育課程です。カリキュラムをマネジメン

トするというより、カリキュラムをデザインすることに意

識を持たれるとよいのではないでしょうか。どのようなカ

リキュラムをデザインして、どのような人材を育成してい

くのか、高校は義務教育よりも固有性、独自性が求められ

ていると思います。生徒から進学先として選ばれるために

は特色が必要となり、そこでは自ずと結果も求められます。

　現在、高校は自分たちの学校に相応しい教育目標や教

育課程、自分たちの高校でしかできない独自性を創出し

なければいけない状況に置かれているのではないでしょ

うか。そこには産みの苦しみはあると思います。しかし、

それを乗り切れば、他校にはない自校だけの強み、自校だ

けでしかできない学び、いわば自慢できる学びという特

色が生まれます。そして、学校の自信にもつながります。

創出する段階の苦労はよく理解していますが、私はその

先にはとても明るい未来が待っていると信じています。

 図表２  �「総合的な探究の時間」／共通教科「理数」とSTEAM教育との関係

総合的な探究の時間
※「理数探究」及び「理数探究基礎」について STEAM教育

目的 ■実社会や実生活との関わりにおいて、自己の在り方生き方を考えながら、よりよ
く課題を発見し解決していくための資質 ・能力の育成

※数学的な見方・考え方や理科の見方・考え方を組み合わせるなどして働かせ、探
究の過程を通して、課題を解決するために必要な資質・能力の育成

■科学・技術分野の経済的成長や革新・創造に特
化した人材育成
■ STEAM分野が複雑に関係する現代社会に生き
る市民の育成

対象・領域 ■特定の教科・科目等に留まらず、横断的・総合的であり、実社会や実生活におけ
る複雑な文脈の中に存在する事象が対象

（例えば、現代的な諸課題、地域や学校の特色に応じた課題、生徒の興味•関心に
基づく課題、職業や自己の進路に関する課題など）

※自然や社会などの様々な事象から数学や理科などに関する課題を設定

■STEM分野を幹としつつも扱う社会課題によっ
て様々な領域を含む

（例えば、科学・技術分野に特化した課題から、
ART/DESIGN、ROBOTICS、eSTEM（環境）、国
語や社会に関する課題など）

学習過程 ■複数の教科・科目等における見方・考え方を総合的・統合的に働かせるととも
に、実社会や実生活における複雑な文脈の中に存在する問題を様々な角度から俯
瞰して捉え、考えていく「探究のプロセス」を重視
■解決の道筋がすぐには明らかにならない課題や、唯一の正解が存在しない課題
に対して納得解や最適解を見いだすことを重視

※数学的な手法や科学的な手法などを用いて、仮設設定、検証計画の立案、観察、
実験、調査等、結果の処理を行う、一連の探究過程の遂行や、探究過程を整理
し、成果などを適切に表現することを重視

■各教科・領域固有の知識や考え方を統合的に活
用することを通した問題解決的な学習を重視

教育課程 ■教育目標との関連を図る教育課程の中核。各学校において目標や内容を設定
■他教科等及び総合的な探究の時間で身につけた資質・能力を相互に関連付け、
教科等横断的な視点で編成・育成

※アイデアの創発、挑戦性、総合性や融合性の視点を重視した、従前の教科・科
目の枠にとらわれない科目設定

（学校全体の仕組みとして機能が期待できる）

（文部科学省「新しい時代の高等学校教育の在り方ワーキンググループ（第４回）会議資料」より作成）

探
究
学
習
の
現
在

Kawaijuku Guideline 2023.4･5 35



変わる高校教育

「兵庫型」と銘打ち独自でSTEAM教育をとらえ
文理融合・分野横断型の教育を開発し、普及をめざす 

兵庫県教育委員会

兵庫型STEAM教育実践モデル校事業を実施

ドローンや３Dプリンター等を揃えてモデル校を支援

普通科新学科「STEAM探究科」の令和６年度設置を発表

Point

主任指導主事
長坂賢司 先生

高校教育課　副課長
倉橋良太 先生

激変する現代社会で求められる
教科横断型の「STEAM教育」

　AIやIoTに代表されるテクノロジーの急速な発達によ

り社会が激しく変化し、予測困難な時代を迎えている今、

文系・理系といった枠にとらわれず、各教科・領域固有

の知識や考え方を横断・統合的に実社会での問題発見・

解決や新たな価値の創造に結びつけていく資質・能力の

育成が求められている。そのような中、近年注目を集め

ているのが「STEAM教育」である。

　“STEAM（スティーム）”とは、Science（科学）、Tech-

nology（技術）、Engineering（工学）、Art（芸術・リベラ

ルアーツ）、Mathematics（数学）の頭文字を組み合わせ

た造語で、2000年代に米国で提唱された「STEM教育」

に、Artの“A”をプラスした新しい教育だ。世界では、

米国やオーストラリア、シンガポール、中国などが、

STEAM教育の先進国として知られている。日本でも、

文部科学省が「STEAM教育等の各教科等横断的な学習

の推進」を提唱している（注１）。

　このような背景の下、全国に先駆けてSTEAM教育の

普及に向けて取り組むのが兵庫県である。 取り組みの第

一弾として、2020〜2022年度の３年間、兵庫型STEAM教

育実践モデル校事業を実施した。兵庫型STEAM教育の

概要や狙い、モデル校の実践事例などについて、カリキ

ュラムの開発に携わった兵庫県教育委員会の倉橋良太副

課長と長坂賢司主任指導主事にお話をうかがった。

「兵庫型」の特色は“E”と“A”
独自性重視のモデル校事業を展開

　「本県がSTEAM教育に舵を切ったきっかけはやはり、

急速な科学技術の進化と、それに伴う世の中の激変に対

する危機感ですね。今まで人が行ってきた業務がAIに

取って代わられ、消滅する仕事が出てくる。逆にこれま

でにない新しい仕事もできてくる。そんな急激な社会の

変化に対応できるような資質・能力を育成することが急

務です。その突破口となるのが、最先端のSTEAM教育

ではないかと考えました」（倉橋副課長）

　そこで同教育委員会は、文理融合型のカリキュラムを

開発して、独創的発想と卓越した技術の知識を生かし、

新たな価値や課題解決への道を切り拓く社会のリーダー

を育成することを目的に、モデル校３校（県立兵庫高校、

県立加古川東高校、県立豊岡高校）と協力校（県立神戸

高校）を指定し、カリキュラム開発に取り組んだ。それ

が、兵庫型STEAM教育実践モデル校事業である。

　＜図表１＞は兵庫型STEAM教育のコンセプトを図示

したものだが、２つの特徴が見て取れる。１つは、

STEAMの「E（Engineering）」に“English”の意味を

追加している点だ。英語を駆使しながらグローバルな視

点を伴う課題解決型の探究活動を展開していく狙いがあ

る。もう１つ、“Art”の捉え方も独特だ。“A”を芸術と

リベラルアーツの軸に分けつつ、理解（知る）と応用・

活用（つくる）の両軸も意識することで、探究活動の表

STEAM教育

（注１）文部科学省HP（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/mext_01592.html）参照
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　「実はSTEAM教育は、先進国の取り組みを見ても国

ごとに特徴が異なり、概念や定義が未だ定まっていない

というのが我々の認識です。そもそも固まっていない

STEAMの概念を対外的に説明するときに、『兵庫県で

はこういう取り組みをしています』と宣言したほうが説

明しやすかった。『兵庫型』と冠した理由もそこにあり

ます」（倉橋副課長）

個性それぞれ、魅力と工夫に満ちた
3つの実践モデル校の取り組み

　兵庫型STEAM教育実践モデル校・協力校の４校＜図
表２＞はいずれもSSHまたはSGH指定校としての実績が

あり、理数科を設置しているため、仮説検証型の探究活

動の素地がある学校だ。３年間の取り組みのポイントや

成果についてうかがった。

◆兵庫高校
　地元自治体等と連携し、データサイエンスに軸を置い

た授業展開や探究活動を実施。

　「ビッグデータを活用し、兵庫型STEAM教育の特徴

である“A”に関しては、動画編集や３Dプリンターでの

ものづくりなどの取り組みもしています。また、本事業

が終了した後も、学校設定科目や選択科目の中で

STEAMに特化した授業が展開できるように研究開発し

ています」（長坂主任指導主事）

◆加古川東高校（注２）

　夏休みに数十に及ぶ多様な特別講座を開講。

　「非常に活動的な学校で、理数科・普通科の枠を越え、

一緒にチームを組んで活動する場ができたことが、非常

現方法の幅を広げていくという、ユ

ニークな捉え方だ。

　さらに、探究活動を進めるにあた

っては、SSH事業などで実践してい

る「仮説検証型」の活動と、生徒個

人の発想力などに重点を置く「課題

解決型」の活動を両輪として意識し

ながら、探究活動をカリキュラムの

中心に位置づけて進めるように、各

モデル校に求めた。

によかったと学校から聞いています。さらに学校の枠さ

えも飛び越えて、加古川市役所で研究発表したり、NEC

と協働でVRゴーグルを使った校内３次元空間を作るな

ど、学校の中で閉じることなく、開かれた教育を展開で

きる可能性を見せてくれました」（長坂主任指導主事）

◆豊岡高校（注３）

　文系の３年生も受講できる選択科目「STEAM基礎」

を設置した。「STEAMというと理系のイメージがある

かもしれませんが、豊岡高校では、文系の３年生もドロ

ーンをプログラミング飛行させたり、ニュース番組を作

るなどの経験をしました。こうした試みが、全校での

STEAM教育の展開に繋がると期待しています」（長坂

主任指導主事）

　「劇作家の平田オリザ氏が学長を務める兵庫県立芸術

文化観光専門職大学の協力を得て、演劇的手法を取り入

れたカリキュラムの開発も進めています。舞台芸術を学

年全体の授業に取り入れたり、探究活動に活用したりす

るなど、画期的な試みです」（倉橋副課長）

◆協力校：神戸高校
　「兵庫県屈指の理数教育先進校として、本事業への助

言や情報提供をいただき、県と協働でSTEAM教育のカ

リキュラム開発を進めています」（長坂主任指導主事）

　
ハード面とソフト面を網羅した
兵庫県による手厚い支援体制

　モデル校の取り組みに欠かせなかったのが、兵庫県教

育委員会による手厚いサポート体制だ。同事業の３年間

で実施された具体的な支援策を簡単に紹介する。

（注２）加古川東高校のSSHとしての取り組みは、2021年Guideline ４・５月号をご覧ください。
（注３）豊岡高校のSTEAM教育の取り組みは、2022年Guideline ４・５月号をご覧ください。

 図表１  �兵庫型STEAM教育
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（兵庫県教育委員会ご提供資料）
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●STEAM ROOMの整備
　各モデル校に、３Dプリンター、レーザーカッター、

ドローン、ヒューマノイドロボットなどを設置した

STEAM ROOMを整備。

●ネイティブ教員の採用・配置
　兵庫型STEAM教育の個性の１つである“English”関連

の探究活動を促進するために、英語を母語とするネイテ

ィブ教員を正規採用し、全モデル校に配置。

●情報交換会
　モデル校３校と協力校の情報交換会を年間３回開催。

各校の担当者・管理職がそれぞれの取り組みを直接見学

し、課題などを報告し合った。

●教員研修
　東京大学や企業を訪問する教員研修会やオーストラリ

アの大学職員によるオンライン研修会などを実施し、

STEAM教育の可能性と課題について最新の情報を得る

とともに、海外のSTEAM教育の理解を深めた。

●企業・自治体等との協働
　STEAM教育を推進する上で必須である、企業や自治

体とモデル校との連携をサポート。たとえば事業２年目の

2021年度は、企業関係者とモデル校の担当者が、STEAM

教育に期待することや、学校と企業との連携の効果と課

題についてパネルディスカッションを開催。教員対象セ

ミナーも実施し、この様子を全県立高校に公開した。

　このほかにも、小・中学生とその保護者にSTEAM教育

の理解と周知を促すリーフレットなどを作成・配布した

り、モデル校・協力校が幹事校を務める公開授業や、地

域の小学生や保護者に向けたSTEAM体験会を開催するな

ど、兵庫県教育委員会が行った支援は実に多岐にわたる。

　「課題も当然ありました。探究活動に多くの時間を費

やすことで、大学受験などの進路指導に支障が出るので

はないかという意見が教員や保護者から出たと、モデル

校から報告を受けました。生徒の進路を保障することは、

高校に課せられた大きな使命の一つですから、そのよう

な意見があることは理解できます。そうした課題を乗り

超える一歩となったのが、回を重ねた教員研修だったと

思います。特にモデル校・協力校の４校から計８名の教

員が参加した、2022年11月の東京研修は非常に好評で

した。東京大学の大学院生が実際に行っている、最先端

のSTEAM研究を目の当たりにした先生方から、『本物

はやはりすごい。本当に勉強になったし、面白かった』

とか、『これはぜひ、学校で取り入れなきゃならない学

びの方向性だ』などといった感想をいただき、企画者冥

利に尽きました」（倉橋副課長）

　「もう一つ、先生方の反応がとてもよかったのが、モ

デル校３校と協力校を対象に開催したVRゴーグル研修

会です。本事業実施２年目に約20台のVRゴーグルを導

入したのですが、先生方はどうやって使ったらいいのか、

 図表２  �STEAM教育実践モデル校・協力校

（兵庫県教育委員会ご提供資料）
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どうやって生徒に使わせたらいいのかわからないと悩ま

れていた。そこで、兵庫県の教育研修所とタイアップし、

使い方研修会を行ったところ、皆さん、非常にワクワク

した表情で取り組んでいただき、実施してよかったと思

いました。スタートアップから試行錯誤の連続でしたし、

もどかしさを抱えながらやってきていますが、やはり楽

しさが研修の軸にあると、STEAM教育に取り組む先生

方の意欲も高まりますし、先生同士の情報交換もより一

層闊達になると思われるので、県教委としては、そうし

た場づくりを今後もっと広げていきたいです」（長坂主

任指導主事）

県立高校普通科を対象とした
「STEAM探究科」設置が次なる目標

　３年間の兵庫型STEAM教育実践モデル校事業が終了

した兵庫県は、この３月に、2024年度に普通科の新学科

として、４つの県立高校に「STEAM探究科」を設置す

ることを発表した。

　「設置するのは普通科ですので、あくまでも基礎的な

科目の枠組は何も変えず、主要教科をきっちり勉強して

基礎を固めた上で、STEAMの領域を扱う探究活動の時

間を入れ込んでいく、そんな枠組を作ろうと考えていま

す。従来は理系であれば理科を多くし、文系であれば地

歴・公民を多くするといった選択があったわけですが、

STEAM探究科では文理融合を推し進めて、生徒一人ひ

とりの興味・関心のある研究テーマに応じた少人数での

学びの時間を一定時間、設けたいと思っています。たと

えば高２・高３の興味・関心を同じくするものが、一緒

になって探究を進めていくなど、自由度の高い探究学習

の時間を帯として持つ、そんなカリキュラムを今、研究

開発してもらっています」（長坂主任指導主事）

　兵庫県では、設置するSTEAM探究科で取り組む３段

階の「学びのルート」を策定した。

STEP①（知識・技能）企業等、実際に社会で実装され

ている道具としての先端技術を学ぶ。

STEP②（視点）データや実証に基づいて客観的根拠や

特殊性を見出し、課題を発見する。

STEP③（発想の具現化）理論に終始せず、学んだ技術

を用いて、自らの発想をモデルやプランの形にまとめる。

　この３つのステップは、兵庫型STEAM教育の要とし

て位置づけられた、「仮説検証型」の探究活動と「課題

解決型」の探究活動の両輪をバランスよく、有効に稼働

させるための仕組みだ。「自由な発想を机上の空論で終

わらせず、それを具現化できる力をつけさせることが、

STEAM教育における最大の鍵です」と長坂主任指導主

事は話す。

　最後に、日本の学校教育においてSTEAM教育は、今

後どのような広がりを見せていくのか、先進県の立場か

ら見えてきた所感をお二人に聞いた。

　「東京大学などを見学して感じるのは、STEAM的な学

びを取り入れなければ対応できない世の中になってきて

いるということです。大学の研究も、特定の学問領域に

とらわれない方向に変わってきているので、生徒たちが

大学に進んだときに、STEAM的な学びに戸惑わないで

スッと入っていける環境を作らなくてはならない。その

ためには、高校で初めてSTEAM教育に触れるのではな

く、公開授業やSTEAM体験会などを積極的に開催して、

小・中学校にもSTEAM教育の裾野を広げていく必要が

あるのではないかと思っています」と倉橋副課長は語る。

　長坂主任指導主事は、それぞれの地域の特性を生かし

たSTEAM教育の可能性に着目している。

　「バラエティに富んだ兵庫県のモデル校の実践事例が

示すように、地域ごとの、都道府県ごとのSTEAM教育

の在り方があるのだろうと思います。我々も最初は、

STEAM教育というからには、STEAMの領域を全部また

いだ学びをしなければいけないという先入観があったの

ですが、取り組みを通してそうではないと気づきました。

要はSTEAMの中で、“SとA”であるとか、“TとA”で

あるとか、“EとA”であるとか、学校・地域・県によっ

て何に焦点を当て、学びの形へと繋いでいくか、各校の

地域性や特徴を生かした取り組みができるかどうかがポ

イントであると、今は考えています。そうすることで、

おのずと文理融合した学びになっていくと思います。先

進国や先進県の真似をするのではなく、それぞれの高校

でオリジナルのSTEAM教育に取り組むほうが、日本全

体のSTEAM教育の発展へとつながるのではないでしょ

うか」
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長崎県立松浦高等学校

自治体や地元企業支援のもと地域の未来を担う人材を育成

地域をフィールドにした課題研究をキャリア形成につなげる

地域コーディネーターの配置で地域との連携がさらに活発に

Point

地域と連携した教育実践を踏まえ
2022年に地域科学科を設置

　2022年度から、高校生の７割が在籍する「普通教育

を主とする学科」の特色化・魅力化を推進するため、よ

り弾力的な教育課程の編成が可能となった。その例とし

て「学際領域学科」や「地域社会学科」 が示された＜図
表１＞。新学科設置には以下の要件などがある。

①「社会科学研究」「クリティカルシンキング」「グロー

バル探究」「地域学」など、新たな学科の特色に応じ

た学校設定教科・科目の設置

②大学／行政機関等との連携協力体制の整備

③関係機関等との連携を行う職員（コーディネーター）

の配置

　長崎県立松浦高校は、文部科学省の「新時代に対応し

た高等学校改革推進事業」の指定を受け、全国に先駆け

2022年４月に普通科を「地域科学科」に改編した。

　地域科学科設置の背景について、舟越裕校長は次のよ

うに話す。

　「本校は松浦市内唯一の高等学校として、地域の人材

育成を担ってきました。しかし、入学者の減少を受け、

学校の存続に対する危機感から2013年度より松浦市に

よる就学支援制度が創設されました。2014年度には生徒

の多様な進路希望に対応するため、普通科に加えて商業

科が設立されました。さらに2017年度からは松浦市の

全面的なバックアップのもと、学校の魅力化を図るため

に、地域の未来を考察、発表、実践する探究学習『まつ

ナビ』がスタートしました。当初『まつナビ』は２年生

のみを対象としていましたが、2020年度に文部科学省委

託事業『地域との協働による高等学校教育改革推進事業

（地域魅力化型）』の研究開発校に採択され、名称を『ま

つナビ・プロジェクト』に変え、３年間での連続性ある

探究学習に進化させてきました。支援体制も徐々に整い、

松浦市長を座長に、松浦市議会、松浦市教育委員会、松

浦市商工会議所、長崎大学や長崎県立大学の教員、市内

企業等からなるコンソーシアムも結成されました。この

ように本校では地域と連携してきた実績や連携体制があ

ったことから、長崎県からの提案もあり、新学科を設立

することになりました」（舟越校長）

「地域を科学」する授業や探究活動を通じ
未来を切り拓く力を育成する、新しい普通科へ

普通科改革

普通科

普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科

その他普通科

地域社会学科
地元の地域社会が抱える諸課題
地域や社会の将来を担う人材を育成
実践的な学び

学際領域学科
SDGsやSociety5.0に関する諸課題
学際的・複合的な学問、新たな学問
最先端の学び

 図表１  �普通教育を主とする学科

茶園孝一 先生舟越裕 校長

（文部科学省資料より作成）
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「まつナビ・プロジェクト」３年間の流れ

　新しく設置された地域科学科は、＜図表２＞のような

コンセプトを掲げている。新学科では、地域社会の未来

を担うリーダーの育成を目的とし、社会の変化に対応で

きる「課題解決能力」と「ふるさとを大切にする姿勢」

を身につけ伸ばすことで、キャリア形成（希望進路実

現）を図ることをめざしている。

　学習の中核となるのが、商業科も含め全校体制で取り

組む「まつナビ・プロジェクト」である。３年間の流れ

を見ていこう＜図表３＞。

【１年次】プレまつナビ
●前半
　市役所や地域の企業人などによる講演を通じて、地域

課題のインプットを行うほか、「ミニ探究」を通じ、探

究のスキルを習得する。

●後半
　２年次に行う課題研究のテーマを検討し、個人構想発

表を行う。

【２年次】まつナビ
●前半
　個人構想発表での内容を踏まえ、グループでフィール

ドワークを含む課題研究を行う。中間発表でコンソーシ

アム関係者等から助言を受け、研究を続ける。

●後半
　これまでの研究の成果を発表する。さらに「まつうら

仕事図鑑」の作成を通し、地域の仕事への理解を深める

とともに、キャリアを考えるきっかけとする。

【３年次】ポストまつナビ
　研究成果を個人で論文にまとめる。論文として言語化

することで、キャリア形成や進路実現につなげるのが目

的だ。意欲のあるグループは、提案した課題の実践に挑

戦してもよい。

　2022年度からは、「総合的な探究の時間」と学校設定

科目「まつナビ」を２コマ連続で配置することで、校外

活動が行いやすくなったという。まつナビ・プロジェク

トリーダーを務める茶園孝一先生は「生徒が外に出て活

動することで、地域の方にも本校の取り組みを知ってい

ただく機会になりますし、大人と会話する経験を重ねる

ことで、対話スキルも向上したと思います」と話す。

探究活動とキャリアを接続するには
興味・関心のあるテーマを設定することが重要

　「キャリア形成」は同校で最も重視しているポイント

 図表２  �地域科学科のコンセプト

 図表３  �３年間の「まつナビ・プロジェクト」の流れ

時期 内容

プレ
まつナビ

１年次前半
●市役所や地域の企業人などによる講演を通じて、地域課題のインプットを行う
●「ミニ探究」などの時間を集中的に確保し、探究のスキルを習得

１年次後半
●「課題設定」を行う
●「課題」については、地域課題と自身の興味・関心やキャリアと結びつけて設定

まつナビ

２年次前半 ●フィールドワークの時間をしっかりと取り、「課題」探究にじっくり取り組む

２年次後半
●コンテストへの応募により発表内容をブラッシュアップ（外部のフィードバック）
●「まつうら仕事図鑑」の作成を通じて、地域や地域で働く人々の魅力を再認識

ポスト
まつナビ ３年次 ●個人研究を通じて、自らの進路とこれまでの研究内容を結びつけていく 

Ⅰ　地域や社会の未来を担うリーダー育成

Ⅱ　地域における知見から学び教養を深める

Ⅲ　科学的・実践的な学びに重点を置く
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変わる高校教育

の１つだ。探究活動とキャリアを結びつけるため、2022

年度より１年次の終わりに教員が生徒一人ひとりと面談

し、生徒が掲げたテーマが本当に興味・関心があるもの

なのかを確認しているという。

　舟越校長は「生徒はともすれば友達の意見に流された

り、友人関係を優先したりしがちですが、キャリアに結

びつく研究になっていくには、自分が本当に取り組みた

いテーマを設定することが大切です。2022年度卒業生の

中には、小学校をフィールドに課題研究に取り組んだ生

徒が国立大学の教育学部に、国際交流について研究した

生徒が公立大学の国際関係の学部に学校推薦型選抜で合

格するなど、『まつナビ・プロジェクト』での取り組み

が進路につながるという事例が少しずつ出てきました。

本校の教育が、総合型選抜や学校推薦型選抜にマッチし

ていることも含め、地域科学科の魅力を広く伝えていき

たいです」と話す。

地域コーディネーターの配置により
地元企業との連携がさらに深まる

　2022年度の新学科設置に伴い、活動を支える組織体

制にも変化があったという。その１つが地域コーディネ

ーターの配置である。

　舟越校長は「本校は隣の佐世保市から通勤している教

員が多く、松浦市のことや松浦市の企業については詳し

くなく、関係性構築に課題がありました。地域コーディ

ネーターは市内の中学校の校長経験者であり、小中学校

との連携はもちろん、地元企業との連携が深まりまし

た」と話す。

　また、以前から松浦市役所など自治体を中心にコンソ

ーシアムが構成されていたが、「まつナビ・プロジェク

ト」の取り組みを続ける中で、地元企業からの協力も増

えてきているという＜図表４＞。

　舟越校長は「2022年度卒業生のグループの２年次の

課題研究で、高齢者から松浦駅のスロープの勾配がきつ

いとの声を受け、スロープに手すりを設置するという提

案をしました。すると、コンソーシアム構成員でもある

商工会議所の会頭が鉄工所を経営されていたことから、

実際に手すりを設置してくださり、松浦鉄道も国土交通

省に駅の仕様変更届を出すなどご尽力いただき、生徒の

提案を実現することができました」と話す。

　そして現在、地域コーディネーターが地元企業などに

声をかけ「まつうら高校応援団」の立ち上げを計画して

おり、課題研究と企業をマッチングする体制をさらに整

えていきたいと考えている。

　また、プロジェクトチームを立ち上げるなど、校内体

制も整備した。茶園先生は「これまで『まつナビ・プロ

ジェクト』に関わるのは一部の教員に限られていましたが、

プロジェクトチームを立ち上げたことにより、各学年の

連携内容（次年度の予定含む）

松浦中央病院

●生徒向け講演会（地域医療全般、職種別講演：看護・放射線技師・理学療法士）の実施
●総合避難訓練への参加：生徒は被災者の役、病院・消防との連携
●医療系大学進学希望者への個別アドバイス
●「まつナビ」の中で、「地域医療」等をテーマとする班への支援

市内の幼稚園・保育園 ●幼稚園教諭・保育士希望者の実習実施

九州電力松浦火力発電所 ●発電所見学、講演会、CO2排出削減等の取り組みに関する研究

まつうら高校応援団

●「まつナビ」における生徒の課題研究やインターンシップ実施に協力してもらえる企業を募り、
生徒・学校と企業のより簡便なマッチング体制を構築

●協賛企業を市役所・商工会議所とともに募り、学校の現状・「まつナビ」の取り組みなどを理
解してもらった上で、参加してもらう

 図表４  �コンソーシアムを中心とした地域との連携例
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高校教育改革のキーワード
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副主任にも入ってもらい、中長期的な活動計画や、活動

の振り返りなどを毎週話し合うようになり、学校全体で

取り組む雰囲気が醸成されてきたと思います」という。

募集面では複数の要因があり苦戦したが
モチベーションの高い生徒が入学

　普通科を地域科学科に改編するにあたっては、周囲か

らの理解や生徒募集などの面で苦労したという。

　茶園先生は「新学科設置までの時間がなく、準備もば

たばたでしたが、『地域から普通科がなくなってしまう

のではないか』といった不安の声もあり、地域への説明

をしっかりしなければということを一番に考えていまし

た」と話す。

　また、舟越校長は「2022年度に隣の佐賀県の県立高

校の募集要項改訂により、県内に住所を移さずとも県外

から志願できるようになったことや、松浦市から佐世保

市へのアクセスが良くなったことなど複数の要因が重な

り、生徒募集には苦戦しました。しかし、地域のことを

勉強しようという意識の高い生徒が入学してくれました。

これからの成長が楽しみです」と話す。

地域科学科の設置が普通科の在り方や
今後の学校教育を考える契機に

　地域科学科を設置し１年が経過したが、今後の展望に

ついてはどのように考えているのだろうか。

　舟越校長は「この１年、普通科改革とは何だろう、普

通科と地域科学科の違いは何だろうとずっと考えてきま

した。そして１つの在り方としてたどりついたのが、“地

域を科学する”ということです。『科学する』なので、研

究のスキルが基盤にあります。そういったスキルを習得

できるということが普通科との違いだと捉えています。

また、『地域を』の部分に関しては、『まつナビ・プロジ

ェクト』の取り組みだけでなく、授業の中で地域への理

解を深めること、地域のリソースを活用するということ

だと捉えています。たとえば、松浦市には石炭火力発電

所が２つあり、排出されたCO2を回収して地下に埋める

技術開発に取り組むなどの研究を進めていると聞きます。

そこで発電所とコラボした理科の授業を行うなど、松浦

でしかできない授業を作ることで、新しい普通科として

の地域科学科を作っていけるのではないかと思っていま

す」と話す。

　地域科学科の設置を機に、2022年度は地域のリソース

を活用した授業や地域への理解につながるような授業を

いくつか実践した＜図表５＞。

　今後は「まつナビ」と「教科内容」のつながりを意識

した授業開発を進めていきたいという。

　「先日の職員会議でも、先生方に自分の担当教科と

『まつナビ』をコラボさせた授業の開発をお願いしたと

ころです。また、そうした授業を地域の皆さんに公開し

ていくことで、本校の魅力を伝えていきたいと考えてい

ます」（舟越校長）

　また、探究スキルを向上させ、地域課題の理解を深め

ることで、探究活動をさらにレベルアップしていくこと

が今後の課題だ。

　舟越校長は、「地域には課題がたくさんあります。観

光客をどう呼び込むかや、空き家の活用、地域医療など

の社会的な課題をテーマとしてもいいと思います。また、

病院も人手不足です。病院と高校が連携するなど、そう

いった取り組みを続けていくことで、最終的には地元に

人を呼び戻す、そんなことが実現できたらいいなと思い

ます」と今後への抱負を語ってくれた。

 図表５  �教科横断型と地域連携の授業づくり　授業実践例

教科・科目 授業内容

地理総合
台風を教材に防災について知るための長
崎地方気象台とのコラボ授業

歴史総合
淀姫神社における伝統的な流鏑馬見学＋
歴史総合における事前授業

地理＆数学
エラトステネスになって、地球の大きさ
を測定しよう

歴史総合
國學院大學池田教授による、鷹島におけ
る元寇船の引き上げの講話＋歴史総合の
事前授業

国語＆英語
国語と英語で学習する「使役動詞」を比
較してみよう
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